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OpenFOAM® 1.6 動作環境  
 

 

OS Linux（OpenSUSE、Ubuntu、Red Hat Enterprise Linux、CentOS、他）および

UNIX（IBM、HP、他）  

※Windows環境は基本的にサポートしていません 

コンパイラ gcc 4.3以上、あるいは Intel C 10.0以上 

その他 Qt 4.3.x（可視化ツール paraViewのコンパイルに必要。別の可視化ツールを利用

する場合は Qtは不要です） 

 

推奨環境は OpenSUSEか Ubuntu 
OpenFOAMの開発元である OpenCFD社は、OpenSUSE 11.1と Ubuntu 9でテスト作業を行なっていま

す。これらの環境では再コンパイルなしで非常に簡単にインストールできます。それ以外の Linux系

（Red Hat、CentOSなど）と UNIXシステムではコンパイル環境の再設定が必要となります。 

 
 Windows環境では DEXCSで 

Windows環境で使用したい場合は、下記のような選択肢があります。 

① DEXCSというオープンソースのCAEパッケージを使用する。これは日本国内の有志によって公開されて
いるもので、機能確認や簡易解析、教育用に優れています。OpenFOAMの全機能が使用できますが、

VMWare上での動作になるため、パフォーマンスは落ちます。 

② BlueCFD、OpenFlowなどのソフトウエアを使用する。これらは、有志が作成し有料で公開されている
OpenFOAM 1.6のWindowsネイティブ版です。 

③ Windows上で動作する汎用のプリプロセッサ（ICEM CFD、Pointwise など）と組み合わせて使用する。
この場合ソルバーはLinuxまたはUNIX環境での動作になります。なお標準ポストプロセッサであるPara 

ViewはWindows上で動作します。 

※ファーム・フローでは、DEXCS、BlueCFD、OpenFlowはサポート対象外としております。ご了承くださ

い。 

 
OpenCFD社のコメント（Webサイトより） 
私たちはOpenFOAMを Linux/UNIXプラットフォーム上で開発しています。このような高機能なシミュレ

ーションソフトの開発や操作において、Linux/UNIXプラットフォームが最適であると考えるからです。Linux

は効率的で、安定していて、信頼性が高く、フレキシブルで、しかも進歩が早いです。またLinuxは

OpenFOAMと同様、オープンソースです。Beowulf クラスタによる並列計算も、非常に効率が高いです。 

 OpenFOAMはオープンソースなので、誰でもどんなOS上にも自由にコンパイルすることができますが、多

くのOpenFOAMユーザーはLinux上で使用しています。私たちはLinuxシステムで利用することをお薦めし

ています。現時点では、Windows版およびMacOS版の実行ファイルは提供されていません。 

 


